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AWS Certified Data Analytics – Specialty (DAS-C01) 試験ガイド 

はじめに 

AWS Certified Data Analytics – Specialty (DAS-C01) 試験は、データ分析の役割を担う
個人を対象としています。この試験では、受験者が AWS のサービスを使って、データ
からのインサイトを提供する分析ソリューションを設計、構築、保護、および保守する
能力を検証します。 

また、次のタスクについての受験者の能力も検証します。 

• AWS のデータ分析サービスを定義し、それらが相互に統合する方法を理解 
する。 

• 収集、保管、処理、および可視化のデータライフサイクルに AWS のデータ分析
サービスがどのように適しているかを説明する。 

受験対象者について 

受験対象者は、一般的なデータ分析テクノロジー分野における 5 年間の経験が必要 
です。また、AWS のサービスを使用して分析ソリューションを設計、構築、保護、 
および保守する最低 2 年間の実践的な経験および専門知識が必要です。 

受験対象者にとって対象範囲外のジョブタスクとみなされるもの 

受験対象者が実施できることが想定されていないジョブタスクは、以下のリストの 
とおりです。このリストはすべてを網羅しているわけではありません。以下のタスク
は、本試験の範囲外です。 

• 機械学習アルゴリズムの設計と実装を行う。 
• コンテナベースのソリューションを実装する。 
• ハイパフォーマンスコンピューティング (HPC) を活用する。 
• オンライントランザクション処理 (OLTP) データベースソリューションを設計 
する。 

対象範囲内の AWS サービスと機能のリスト、および対象外の AWS サービスと機能の
リストについては、付録を参照してください。 
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試験内容 

解答タイプ 

試験には次の 2 種類の設問があります。 

• 択一選択問題: 正しい選択肢が 1 つ、誤った選択肢 (不正解) が 3 つ提示 
される。 

• 複数選択問題: 5 つ以上の選択肢のうち、正解が 2 つ以上ある。 

設問の記述に最もよく当てはまるもの、または正解となるものを 1 つ以上選択 
します。不正解の選択肢は、知識や技術が不十分な受験者が選択してしまいそうな、 
設問内容と一致するもっともらしい解答になっています。 

未解答の設問は不正解とみなされます。推測による解答にペナルティはありません。 
試験には、スコアに影響する設問が 50 問含まれています。 

採点対象外の設問 

試験には、スコアに影響しない採点対象外の設問が 15 問含まれています。AWS  
では、こういった採点対象外の設問での成績情報を収集し、今後採点対象の設問として
使用できるかどうかを評価します。試験では、どの設問が採点対象外かは受験者に 
わからないようになっています。 

試験の結果 

AWS Certified Data Analytics – Specialty (DAS-C01) 試験は、合否判定方式の試験 
です。試験の採点は、認定業界のベストプラクティスおよびガイドラインに基づいた、
AWS の専門家によって定められる最低基準に照らして行われます。 

試験の結果は、100～1,000 のスケールスコアとして報告されます。合格スコアは 750 
です。このスコアにより、試験全体の成績と合否がわかります。複数の試験間で難易度
がわずかに異なる可能性があるため、スコアを均等化するためにスケールスコアが使用
されます。 

スコアレポートには、各セクションの成績を示す分類表が含まれる場合があります。 
試験には補整スコアリングモデルが使用されるため、セクションごとに合否ラインは 
設定されておらず、試験全体のスコアで合否が判定されます。 
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試験の各セクションには特定の重みが設定されているため、各セクションに割り当て 
られる設問数が異なる場合があります。分類表には、受験者の得意な部分と弱点を示す
全般的な情報が含まれます。セクションごとのフィードバックを解釈する際は注意して
ください。 

試験内容の概要 

この試験ガイドには、セクションに設定された重み、コンテンツドメイン、タスク 
ステートメントについての説明が含まれています。本ガイドは、試験内容の包括的な 
リストを提供するものではありません。ただし、各タスクステートメントの追加情報を
使って、試験の準備に役立てることができます。 

本試験のコンテンツドメインと重み設定は以下のとおりです。 

• 第 1 分野: 収集 (採点対象コンテンツの 18%) 
• 第 2 分野: ストレージとデータ管理 (採点対象コンテンツの 22%) 
• 第 3 分野: 処理 (採点対象コンテンツの 24%) 
• 第 4 分野: 分析と可視化 (採点対象コンテンツの 18%) 
• 第 5 分野: セキュリティ (採点対象コンテンツの 18%) 

第 1 分野: 収集 

タスクステートメント 1.1: 収集システムの運用上の特性を判断する。 

• 障害発生時にデータ損失が許容限界内であることを確認する。 
• さまざまなソースから収集システムへのデータ取得、転送、 
プロビジョニングに関連するコスト (ネットワーク、帯域幅、ETL、 
データ移行など) を評価する。 

• 収集システムで発生する可能性のある障害シナリオを評価し、その影響に 
基づいて修正アクションを実行する。 

• データキャプチャのさまざまなポイントにおけるデータの永続性を判断 
する。 

• 収集システムのレイテンシーの特性を特定する。 
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タスクステートメント 1.2: データが発生する頻度、ボリューム、およびデータ 
ソースを処理する収集システムを選択する。 

• 受信データ (ストリーミング、トランザクション、バッチなど) の 
ボリュームとフローの特性を説明して示す。 

• データのフロー特性と潜在的なソリューションを一致させる。 
• スケーラビリティ、コスト、耐障害性、レイテンシーを考慮し、さまざまな
取り込みサービス間のトレードオフを評価する。 

• さまざまな種類のデータ収集ソリューションのスループット能力を説明し、
ボトルネックを特定する。 

• ソースデータシステムの接続の制約を満たす収集ソリューションを選択 
する。 

タスクステートメント 1.3: データの主要特性 (順序、形式、圧縮など) に対応する収集
システムを選択する。 

• ソースでデータの変更をキャプチャする方法を説明する。 
• データの構造と形式、適用される圧縮、暗号化の要件について検討する。 
• データの順不同配信、データの重複配信、および最多 1 回、1 回のみ、 
そして最少 1 回の処理の間のトレードオフの影響を区別する。 

• 収集プロセス中にデータを変換およびフィルタリングする方法を説明する。 

第 2 分野: ストレージとデータ管理 

タスクステートメント 2.1: 分析用ストレージソリューションの運用上の特性を判断 
する。 

• 費用対効果に基づいて、適切なストレージサービスまたはサービスを決定 
する。 

• 要件に基づいて、ストレージソリューションの耐久性、信頼性、 
レイテンシーの特性を理解する。 

• ストレージシステムの強い整合性または結果整合性に対するシステムの要件
を決定する。 

• データ鮮度の要件に対応する適切なストレージソリューションを決定する。 

  



 

バージョン 1.1 DAS-C01  5 | ページ 

タスクステートメント 2.2: データアクセスとデータ取得のパターンを判断する。 

• 更新パターン (一括、トランザクション、マイクロバッチ処理など) に 
基づいて適切なストレージソリューションを決定する。 

• アクセスパターン (シーケンシャルアクセスまたはランダムアクセス、 
連続使用または 1 回限りの使用など) に基づいて適切なストレージ 
ソリューションを決定する。 

• データの変化特性 (追加のみの変更または更新) に対応する適切なストレージ
ソリューションを決定する。 

• 長期ストレージと一時的ストレージに対応する適切なストレージ 
ソリューションを決定する。 

• 構造化データと半構造化データに対応する適切なストレージソリューション
を決定する。 

• クエリのレイテンシー要件に対応する適切なストレージソリューションを 
決定する。 

タスクステートメント 2.3: 適切なデータレイアウト、スキーマ、構造、および形式を
選択する。 

• スキーマ進化の要件に対応する適切なメカニズムを決定する。 
• 特定のタスクに適したストレージ形式を選択する。 
• 選択したストレージ形式に適した圧縮戦略とエンコード戦略を選択する。 
• 効率的なデータアクセスを実現するために、適切なデータのソートと分散に
関する戦略とストレージレイアウトを選択する。 

• さまざまなデータ分散、レイアウト、形式 (ファイルのサイズや数など) の 
コストとパフォーマンスの影響を説明する。 

• データ最適化分析のためのデータ形式とパーティション化スキームを実装 
する。 

タスクステートメント 2.4: 使用パターンとビジネス要件に基づいて、データライフ 
サイクルを定義する。 

• データライフサイクルの要件に対応する適切な戦略を決定する。 
• 適切なライフサイクルとデータ保持ポリシーをさまざまなストレージ 
ソリューションに適用する。 
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タスクステートメント 2.5: データのカタログ化とメタデータの管理に適したシステム
を決定する。 

• 新規および更新済みのデータソースの検出メカニズムを評価する。 
• データカタログとメタデータの作成および更新のメカニズムを評価する。 
• データカタログとメタデータの検索および取得のメカニズムを説明する。 
• データのタグ付けおよび分類のメカニズムを説明する。 

第 3 分野: 処理 

タスクステートメント 3.1: 適切なデータ処理ソリューションの要件を判断する。 

• データの準備と使用要件を理解する。 
• さまざまな種類のデータソースとターゲットを理解する。 
• パフォーマンスとオーケストレーションのニーズを評価する。 
• コスト、スケーラビリティ、可用性を考慮した適切なサービスを評価する。 

タスクステートメント 3.2: 分析目的でデータを変換および準備するための 
ソリューションを設計する。 

• バッチワークロードおよびリアルタイムワークロードに適した ETL 手法 
および ELT 手法を適用する。 

• フェイルオーバー、スケーリング、レプリケーションのメカニズムを実装 
する。 

• 同時実行のニーズに対応する手法を実装する。 
• コスト最適化の効率を向上させる手法を実装する。 
• ワークフローをオーケストレーションする。 
• ダウンストリームでの消費のためにデータの集約とエンリッチ化を行う。 

タスクステートメント 3.3: データ処理ソリューションの自動化と運用を実現する。 

• 反復可能なワークフローに使用する自動化された手法を実装する。 
• メソッドを適用して、処理中の障害を特定して復旧する。 
• ソリューションのログ記録とモニタリングをデプロイし、監査と追跡可能性
を実現する。 
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第 4 分野: 分析と可視化 

タスクステートメント 4.1: データ分析および可視化ソリューションの運用上の特性を
判断する。 

• 分析と可視化に関連するコストを判断する。 
• 分析に関連するスケーラビリティを判断する。 
• RPO および RTO 内のフェイルオーバー復旧と耐障害性を判断する。 
• 分析ツールの可用性の特性を判断する。 
• データの動的、インタラクティブ、静的なプレゼンテーションを評価する。 
• パフォーマンス要件を適切な可視化アプローチ (静的データの事前計算と 
消費、動的データの消費など) に変換する。 

タスクステートメント 4.2: 特定のシナリオに適したデータ分析ソリューションを選択
する。 

• 分析ソリューションの評価と比較を行う。 
• 顧客のユースケース (ストリーミング、インタラクティブ、 
コラボレーション、オペレーションなど) に基づいて、適切な分析タイプを
選択する。 

タスクステートメント 4.3: 特定のシナリオに適したデータ可視化ソリューションを 
選択する。 

• 特定の分析ソリューション (メトリクス、KPI、表形式、API など) の出力能力
を評価する。 

• 適切なデータ配信方法 (ウェブ、モバイル、E メール、コラボレーション型 
ノートブックなど) を選択する。 

• 適切なデータ更新スケジュールを選択して定義する。 
• さまざまなデータ鮮度の要件に適したツール (Amazon OpenSearch 

Service、Amazon QuickSight、Amazon EMR notebooks など) を選択する。 
• インタラクティブなユースケース (ドリルダウン、ドリルスルー、ピボット
など) の可視化ツールの機能を理解する。 

• 適切なデータアクセスメカニズム (メモリ内、直接アクセスなど) を実装 
する。 

• 複数の異機種データソースから統合ソリューションを実装する。 
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第 5 分野: セキュリティ 

タスクステートメント 5.1: 適切な認証メカニズムおよび認可メカニズムを選択する。 

• 適切な認証方法 (フェデレーションアクセス、SSO、AWS Identity and 
Access Management [IAM] など) を実装する。 

• 適切な認可方法 (ポリシー、ACL、表および列レベルの権限など) を実装 
する。 

• 適切なアクセスコントロールメカニズム (セキュリティグループ、ロール 
ベースのコントロールなど) を実装する。 

タスクステートメント 5.2: データの保護と暗号化の手法を適用する。 

• データ暗号化とマスキングのニーズを判断する。 
• さまざまな暗号化アプローチ (サーバー側の暗号化、クライアント側の 
暗号化、AWS Key Management Service [AWS KMS]、AWS CloudHSM など) 
を適用する。 

• 保管時および転送時の暗号化メカニズムを実装する。 
• データの難読化とマスキングの手法を実装する。 
• キーローテーションと機密情報管理の基本原則を適用する。 

タスクステートメント 5.3: データガバナンスとコンプライアンス管理を適用する。 

• データガバナンスとコンプライアンスの要件を判断する。 
• データ分析サービス全体にわたるアクセスログ記録と監査ログ記録を理解 
して構成する。 

• コンプライアンス要件を満たす適切なコントロールを実装する。 
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付録 

範囲内の AWS のサービスと機能 

以下に、試験範囲の AWS のサービスと機能のリストを示します。このリストは 
すべてを網羅しているわけではなく、また、変更される場合があります。各 AWS の 
サービスは、サービスの主な機能に応じたカテゴリに分けられています。 

分析: 

• Amazon Athena 
• Amazon CloudSearch 
• Amazon EMR 
• AWS Glue 
• Amazon Kinesis 
• AWS Lake Formation 
• Amazon Managed Streaming for Apache Kafka (Amazon MSK) 
• Amazon OpenSearch Service 
• Amazon QuickSight 

アプリケーション統合: 

• Amazon MQ 
• Amazon Simple Notification Service (Amazon SNS) 
• Amazon Simple Queue Service (Amazon SQS) 
• AWS Step Functions 

コンピューティング: 

• AWS Auto Scaling 
• Amazon EC2  
• AWS Lambda 

  



 

バージョン 1.1 DAS-C01  10 | ページ 

データベース: 

• Amazon DocumentDB (MongoDB 互換) 
• Amazon DynamoDB 
• Amazon ElastiCache 
• Amazon Neptune 
• Amazon RDS 
• Amazon Redshift 
• Amazon Timestream 

フロントエンドのウェブとモバイル: 

• Amazon API Gateway 
• AWS AppSync 
• Amazon Simple Email Service (Amazon SES) 

マネジメントとガバナンス: 

• AWS CloudFormation 
• AWS CloudTrail 
• Amazon CloudWatch 
• AWS Trusted Advisor 

機械学習: 

• Amazon SageMaker 

移行と転送: 

• AWS Database Migration Service (AWS DMS) 
• AWS DataSync 
• AWS Snowball 
• AWS Transfer Family 

ネットワークとコンテンツ配信: 

• AWS Direct Connect 
• Elastic Load Balancing (ELB) 
• Amazon VPC 
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セキュリティ、アイデンティティ、コンプライアンス: 

• AWS Artifact 
• AWS Certificate Manager (ACM) 
• AWS CloudHSM 
• Amazon Cognito 
• AWS IAM Identity Center (AWS Single Sign-On の後継) 
• AWS Identity and Access Management (IAM) 
• AWS Key Management Service (AWS KMS) 
• Amazon Macie 
• AWS Secrets Manager 

ストレージ: 

• Amazon Elastic Block Store (Amazon EBS) 
• Amazon S3 
• Amazon S3 Glacier 

範囲外の AWS のサービスと機能 

以下に、試験対象外の AWS のサービスと機能のリストを示します。このリストは 
すべてを網羅しているわけではなく、また、変更される場合があります。試験の対象と
なる職務内容に完全に関係のない AWS のサービスは、このリストから除外されて 
います。 

IoT: 

• AWS IoT Core 

メディアサービス: 

• Amazon Kinesis Video Streams 

アンケート 

この試験ガイドはどの程度役に立ちましたか？ アンケートに答えてお知らせ 
ください。 

https://amazonmr.au1.qualtrics.com/jfe/form/SV_8vLR1a9uG9zu9Po?course_title=DA-Spec&course_id=DAS-C01&Q_Language=JA
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